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委員長　　宮川　豊章

第145回　コンクリート工事用樹脂部門委員会　開催ご通知

　下記により、標記部門委員会を開催いたしたく存じますので、お繰り合わせのうえご出席のほどお願い申し上げます。

　勝手ながら、来る5月13日(金)までに別葉により委員会の出欠をご回示のほどお願い申し上げます。

　なお、会誌に掲載の通り、今回は学術講演会に併催の「公開部門委員会」としての開催です。

記

日　　時：
2005年5月20日(金)　14:00～17:00

場　　所：
仙台市民会館　第3会場（第3会議室）


仙台市青葉区桜ヶ丘公園4–1



TEL 022–262–4721　http://www.sisetu.city.sendai.jp/ 

議　　題（別紙もご参照）：

(1) 東北地方におけるコンクリート構造物の劣化機構とその対策






日本大学

岩城　一郎　氏
(2) 建築分野における高分子材料の適用とその評価






建材試験センター
清水　市郎　氏

(3) 土木分野における高分子材料の適用とその評価






土木研究所

河野　広隆　氏

(4) その他

・補修用樹脂小委員会




宮川　豊章　主査
・レジンコンクリート関連事項検討WG


小柳　洽　主査
・コンクリート構造物の補修，補強，アップグレードシンポジウム
服部　篤史　実行委員会幹事長
・建設材料特集号




山本　貴士　編集担当委員
・その他


1. 今後の日程：第146回2005年11月25日(金)、第147回2006年3月3日(金)

備　　考：

1 事務局へのご連絡は下記までお願い致します。
〒606–8301　京都市左京区吉田泉殿町1–101　(社)日本材料学会　(担当：今井)
TEL 075–761–5321　FAX 075–761–5325　E-mail: imai@jsms.jp

2 終了後、懇親会を予定しておりますので、是非ご参加ください。

公開部門委員会

コンクリート構造と高分子材料に
関わる最近の話題
企　画
コンクリート工事用樹脂部門委員会

会　場
仙台市民会館　第3会場（第3会議室）

時　間
14:00～17:00
趣　旨
　コンクリート構造物は，その多様な要求性能に答えるべく，複合材料・複合構造としてのより一層の高性能化が求められています．新設構造物はもちろん，近年，非常に重要な課題となっている既設構造物の維持管理においては，従来から主として用いられる材料であるコンクリートや鋼材のみならず，樹脂，繊維，ゴム等，多様な材料をも視野に入れた，総合的な技術が必要とされています．本部門委員会では，古くからこのテーマに取組み，産・官・学を含む委員構成により，話題提供と討論の形式を主体とした通常活動を行ってきました．また，JISや，土木学会，各公団等の基準策定への協力を行ってきたところです．

　コンクリート構造物のような社会基盤構造物は，説明責任を果たしたうえで，社会の合意の下で存在する必要があります．この意味を含め，今回，標記テーマについての話題提供ならびに討論の一部を広く公開することといたしました．ご専門によらず，ご関心をお持ちの多数の方々のご参加をお待ちしております．
プログラム

1．14:00～16:45　講　　演

(1)東北地方におけるコンクリート構造物の劣化機構とその対策

日本大学　　岩城　一郎　氏
　東北地方は，コンクリート構造物にとって苛酷な環境となる地域の一つである．すなわち，凍害，融雪剤による凍害・アルカリ骨材反応・塩害の促進，硫酸によるコンクリートの劣化と凍害との複合劣化等，単独または複合したコンクリートの劣化機構ならびにその対策を検討する必要がある．ここでは，こうしたコンクリートの劣化機構と，劣化対策の一例として，高炉セメントコンクリートの使用およびその養生方法について述べるとともに，劣化対策に用いるべき高分子材料へのニーズ等について紹介する．
(2)建築分野における高分子材料の適用とその評価

建材試験センター　　清水　市郎　氏

　環境問題解決し，健全な状態に地球環境を維持するために，建築物の耐久性を向上させ長寿命化を図ることは重要な課題である．建築物への水の浸入は，耐久性を低下させる主要な原因の一つである．そこで日本建築学会，材料施工部門のメンブレン防水工事関連では，建築物への水の進入阻止に係わる多くの研究を進めている．防水材料には，種々の高分子系の材料が使用され，その耐久性も重要である．また最近は，材料で構成される部位・部材の性能が重要で，その性能耐久性の評価が肝要となっている．ここでは，メンブレン防水分野における，地下防水・駐車場防水・屋上緑化防水・環境問題，及び接合部防水についての最近の研究成果・話題について紹介する．

(3)土木分野における高分子材料の適用とその評価

土木研究所　　河野　広隆　氏

　これからの社会資本整備においては，新材料・新工法による土木構造物の高性能化やコスト縮減，未利用材料やリサイクル材の有効利用による循環型社会形成への貢献，有害化学物質などによる環境リスクへの対応，河川堤防や道路斜面のような延長の長い構造物へのリスクマネジメント手法の導入，GISや光ファイバーセンサなどの新技術の活用などがこれまで以上に強く求められるようになってきている．土木分野における高分子材料の適用は，このような多様な要求に答えることのできるソリューションの一端を担うものと考えられる．ここでは，喫緊の対策を必要とするコンクリート構造物の劣化として話題に再浮上したアルカリ骨材反応とその対策等に関連し，土木分野における高分子材料の適用とその評価等について紹介する．
2．16:45～17:00　一般議事

